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我々は既に、紅参の水抽出液中に脂肪細胞に

於けるア ドレナリンの脂肪分解作用を抑制 し、

グルコースからの脂肪合成を促進するインスリ

ン様物質が存在することを明らかにしている。

このインスリン様物質は、数種類の物質から成

ると思われるが、今回、その構造について検討

したのは、グルタミン酸とグノィ、PTス を含む物

質である。紅参の水抽出液を透析 し、その外液

について、DOWEX-2カ ラム、HPLCを

用いて物質を精製 した。この物質について、ア

ミノ酸分析、質量分析、ガスクロマトグラフィー、

NMR分 析を行った。まず明らかにされたのは、

グルコースとグルタミン酸を含む画分がイオン

交換クロマ トで分離されたことであった。 この

グルタミン酸を含む画分について上述の分析を

行った
ゃ果、ピログルタミン酸であることが分っ

た。 ピログルタミン酸には、ア ドレナリンによ

る脂肪分解を抑制 し、グルコースからの脂肪合

成を促進する作用が認められるが、グルタミン

酸には、そのような作用はみられない。
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